
（２０２１年３月３１日現在）

株式会社デリカシェフ （単位：千円）

金   額 金   額

流　動　資　産 2,449,239 流　動　負　債 1,951,249

現 金 及 び 預 金 30,745 買 掛 金 771,828

売 掛 金 1,661,498 短 期 借 入 金 190,000

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 99,870 リ ー ス 債 務 84,894

前 払 費 用 22,956 未 払 金 410,896

短 期 貸 付 金 566,102 未 払 費 用 400,994

そ の 他 68,068 未 払 法 人 税 等 79,740

預 り 金 9,881

役 員 賞 与 引 当 金 3,015

固　定　資　産 2,273,580

有形固定資産 2,104,821 固　定　負　債 926,940

建 物 1,350,946 長 期 借 入 金 660,000

構 築 物 26,204 リ ー ス 債 務 143,999

機 械 装 置 459,016 資 産 除 去 債 務 122,171

工 具 器 具 備 品 40,168 そ の 他 770

建 設 仮 勘 定 795

リ ー ス 資 産 227,692

無形固定資産 13,460

電 話 加 入 権 2,521 2,878,189

ソ フ ト ウ ェ ア 10,940

投資その他の資産 155,299 株　主　資   本 1,844,631

関 係 会 社 株 式 1,000 資本金 60,000

出 資 金 2,130 資本剰余金 3,090

差 入 保 証 金 94,530 資 本 準 備 金 3,090

長 期 前 払 費 用 6,316 利益剰余金 1,781,541

繰 延 税 金 資 産 34,464 利 益 準 備 金 2,720

前 払 年 金 費 用 16,859 そ の 他 利 益 剰 余 金 1,778,821

繰 越 利 益 剰 余 金 1,778,821

1,844,631

4,722,820 4,722,820

（注）記載金額は、千円未満を四捨五入して表示しております。
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デリカシェフ株式会社

Ⅰ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　１．資産の評価基準及び評価方法

　（１）棚卸資産

原材料、補助材料　　  最終仕入原価法

　２．固定資産の減価償却の方法

　（１）有形固定資産（リース資産を除く）

建物及び構築物 定額法

建物及び構築物以外 定率法

但し、２０１６年３月３１日以前に取得した建物附属設備および構築物は定率法によっております。

※有形固定資産の減価償却累計額    ３，０６４，３２９千円

　（２）無形固定資産 定額法

但し、ソフトウェアについては、見込利用可能期間（５年）に基づく定額法によっております。　

　（３）リース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。

　３．引当金の計上基準

　（１）退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務および年金資産の見込額に基づき、

当事業年度末において発生していると認められる額を計上しております。

なお、当事業年度末においては、年金資産が退職給付債務を超過するため、当該超過額を投資その他の資産の

前払年金費用として表示しております。

また、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）

による定額法により、発生の翌事業年度から費用処理しております。

　（２）役員賞与引当金

役員に対して支給する賞与の支出に充てるため、支給見込額に基づき、当事業年度に見合う額を

計上しております。

　４．消費税等の会計処理

税抜方式によっております。

　５．その他、重要な会計方針の変更

記載すべき事項はありません。

Ⅱ．会社方針の変更に関する注記

記載すべき事項はありません。

Ⅲ．株主資本等変動計算書に関する注記

　１．発行済株式数 ８，０４３株

個　別　注　記　表



Ⅳ．当期純利益金額　315,105千円

Ⅴ．その他の注記

　１．税効果会計に関する注記

繰延税金資産の発生の主な原因は、未払賞与、未払事業税、一括償却資産等であります。


